
昇
給
及
び
勤
勉
手
当
の
決
定
に
係
る
審
査
等
に
関
す
る
件 

（
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
館
長
決
定
第
八
号
） 

  

（
趣
旨
） 

１ 

本
件
は
、
昇
給
及
び
勤
勉
手
当
の
決
定
に
係
る
審
査
等
に
関
し
、
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
決
定
に
係
る
理
由
の
説
明
要
求
） 

２ 

国
会
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
二
十
二
年
十
月
十
六
日
両
院

議
長
決
定
。
以
下
「
給
与
規
程
」
と
い
う
。
）
別
表
第
三
イ
行
政
職
給
料
表

（
一
）
（
以
下
「
給
料
表
」
と
い
う
。
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
以
下

「
職
員
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
当
該
各
号

に
定
め
る
者
に
対
し
、
自
己
の
昇
給
又
は
勤
勉
手
当
の
決
定
に
係
る
理
由
の

説
明
（
以
下
「
説
明
」
と
い
う
。
）
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

説
明
の
要
求
は
、
当
該
決
定
に
基
づ
く
最
初
の
給
与
の
支
給
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
十
日
以
内
（
週
休
日
等
（
週
休
日
（
国
会
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
六
年
六
月
二
十
三
日
両
院
議
長
決
定
）
第
四
条

第
一
項
に
規
定
す
る
週
休
日
を
い
う
。
）
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
休
日
及
び
十

二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三
日
ま
で
の
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

を
除
く
。
）
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 

給
料
表
の
職
務
の
級
が
七
級
以
上
の
職
員
の
昇
給 

所
属
す
る
部
局

（
関
西
館
及
び
国
際
子
ど
も
図
書
館
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
長 

 

二 

給
料
表
の
職
務
の
級
が
六
級
以
下
の
職
員
の
昇
給 

所
属
す
る
課
の
長 

 

三 

給
与
規
程
第
七
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
管
理
職
員
（
以
下

「
特
定
管
理
職
員
」
と
い
う
。
）
の
勤
勉
手
当 

所
属
す
る
部
局
の
長 

 

四 

特
定
管
理
職
員
以
外
の
職
員
の
勤
勉
手
当 

所
属
す
る
課
の
長 

３ 

職
員
は
、
前
項
の
説
明
を
受
け
て
も
な
お
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
に
対
し
、
説
明
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
説
明
の
要
求
は
、
前
項
の
説
明
が
あ
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
（
週
休
日
等
を
除
く
。
）
に
限
り
行
う
こ

と
が
で
き
る
。 

 

一 

給
料
表
の
職
務
の
級
が
七
級
以
上
の
職
員
の
昇
給 

副
館
長 

 

二 

給
料
表
の
職
務
の
級
が
六
級
以
下
の
職
員
の
昇
給 

所
属
す
る
部
局
の

長 

 

三 

特
定
管
理
職
員
の
勤
勉
手
当 

副
館
長 

 

四 

特
定
管
理
職
員
以
外
の
職
員
の
勤
勉
手
当 

所
属
す
る
部
局
の
長 

 

（
審
査
の
申
立
て
） 

４ 

職
員
は
、
前
項
の
説
明
を
受
け
て
も
な
お
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
館
長
に

対
し
、
審
査
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
審
査
の
申
立
て

は
、
当
該
説
明
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
（
週
休
日

等
を
除
く
。
）
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

館
長
は
、
前
項
の
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
申
立
て
に
つ
い
て

審
査
し
た
上
で
、
昇
給
若
し
く
は
勤
勉
手
当
の
決
定
を
変
更
す
る
決
定
又
は



こ
れ
を
変
更
し
な
い
決
定
を
行
い
、
審
査
を
申
し
立
て
た
職
員
に
書
面
で
通

知
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
館
長
は
、
次
項
か
ら
第
十
項
ま
で
に
規
定

す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
審
査
委
員
会
を
設
置
し
、
審
査
を
行
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。 

 

（
審
査
委
員
会
） 

６ 

審
査
委
員
会
は
、
委
員
長
及
び
委
員
三
人
で
組
織
す
る
。 

７ 

委
員
長
は
、
副
館
長
を
も
っ
て
充
て
る
。 

８ 

委
員
は
、
部
局
の
長
及
び
総
務
部
人
事
課
長
（
第
二
項
又
は
第
三
項
の
説

明
を
し
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
か
ら
館
長
が
命
ず
る
。 

９ 

委
員
長
は
、
会
務
を
掌
理
し
、
審
査
の
結
果
を
館
長
に
報
告
す
る
。 

10 

審
査
委
員
会
の
庶
務
は
、
総
務
部
人
事
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。 

 

（
細
則
） 

11 

本
件
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
総
務
部
人
事
課
長
が
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

本
件
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 


